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1. はじめに 

情報技術産業は，1950 年代の商用コンピュータの登場以

来，飛躍的な成長を遂げてきた．情報技術産業を構成する

主要な活動の一つである情報システム開発は，作業全体の

77%と高い割合を IT ベンダが実施していると言われ [1]，

今後もさらなる成長が期待されている．一方で，情報シス

テム開発プロジェクトの約 70%が失敗であると言われてお

り [2]，成功率の向上が望まれている．プロジェクトの成

功率向上のために，早い段階でのリスクの特定，および対

策の検討の重要性が指摘されている． 

本研究は，IT ベンダのプロジェクトを対象に，リスクの

評価を通して最終的な成否の予測を行うことで，注視して

リスクの対策を検討すべきプロジェクトの特定に寄与する

ことを目的とする． 

2. 関連研究 

成否の予測の試みとして，Takagi ら [3]は，組込みソフ

トウェア開発を対象にリスクの評価を通して成否の予測を

行い，一定の確率で予測が可能であることを示した．彼ら

の研究は，調査対象となるプロジェクトが同一の技術，お

よび開発プロセスを利用することから，評価対象のリスク

には技術の新規性と言ったプロジェクトの特性を含めてい

ない．本研究では，技術の違いを含め多様な特性を有する

プロジェクトを遂行する IT ベンダを調査対象とするため，

網羅的なリスクの評価を通して成否の予測を試みる． 

また，成否の予測の実施は早いほど有効であるが，リス

クの評価はプロジェクトが開発する対象（要求，機能など）

が明確にならないと実施が困難である．よって，リスクの

評価を実施可能，かつ最も早いタイミングである，要求確

定時にプロジェクトの成否の予測を試みる．これに伴い，

リスク評価の内容も要求確定時に評価可能な範囲とする． 

3. 成否の予測の手順 

成否の予測の実施に際して，日本の IT ベンダである A

社に協力いただいた．A 社は日本の主要企業数百社を顧客

として，情報システム開発に関連する一連のサービスを提

供している． 

A 社では，プロジェクトの主要マイルストーン時に，プ

ロジェクトの上位マネージャ（SM），および組織全体の

リスク監査部門（PMO）がプロジェクトのリスクの特定，

および対策の検討を支援し，プロジェクトの遂行可否を判

断している．この作業は，プロジェクトの各種成果物のチ

ェック，およびプロジェクトメンバへのインタビューを通

して実施される（以降 MS会議と呼ぶ）． 

本成否の予測の作業は，要求確定時の MS 会議に追加し

て実施する．作業の手順は図 1 の通りである．「①リスク

の評価」は，要求確定時の MS 会議の内容をもとに，SM

と PMO がリスクを評価する．リスクの評価は次章で述べ

るリスク評価シートを利用する．「②成否の予測」は，リ

スクの評価の結果をもとにプロジェクトの成否を予測する．

予測に際しては，5 章で述べる成否予測モデルを利用する． 

MS 会議では，リスクの評価，および成否の予測の結果

をもとに，注視してリスクの対策を検討すべきプロジェク

トであるかを判断する． 

4. リスク評価シートと成否評価シートの作成 

リスク評価シートは評価対象のリスクを列挙したもので

ある．リスクの各項目は，Macleod ら [4]が示したフレーム

ワーク，および A 社の過去のナレッジを参照して作成した．

Macleod らのフレームワークは，情報システム開発の成否

に影響を与える要因・リスクに関する過去の多数の研究成

果を収集し，4 つの要因分類に整理したものである．要因

分類の中でもプロジェクトに直接影響を与える，「プロジ

ェクトの特性」，「開発プロセス」，および「人と活動」

の 3 つを参照した．一方で，A 社の過去のナレッジは，A

社内で過去に失敗傾向にあったプロジェクトを分析し，成

否に強い影響を与えたと考えられる要因をまとめたもので

ある．要求確定時に評価可能であることを考慮して，A 社

の PMO と共同で 17 のリスク評価項目からなるリスク評価

シートを作成した（表 1）． 

また，5 章のモデルの構築においてプロジェクトの成否

の結果が必要となるため，成否の状態を確認する成否評価

シートを作成した．成否評価シートでは品質，コスト，お

よび納期の 3項目が計画通りに達成できたかを評価する． 

リスク評価シート，および成否評価シートの各項目は

「全く当てはまらない」～「非常に良く当てはまる」の 6

段階のリッカート尺度で評価を行う． 

 

図 1 成否の予測の手順 
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表 1 リスク評価シート 

リスク分類 リスク評価項目 

プロジェクトの特性 既存システムの理解 

顧客の新規性 

業務の新規性 

技術の新規性 

規模の大きさ 

ステークホルダーの複雑さ 

要求の難易度 

開発プロセス 期間の精度 

見積もりの精度 

計画（プロセス）の精度 

要求の精度 

人と活動 顧客（ユーザ）の充足 

顧客とのコミュニケーション 

PM の充足 

メンバ（業務 SE）の充足 

メンバ（技術 SE）の充足 

メンバ（PG・設定）の充足 

 

5. モデルの構築 

モデルの構築は「過去プロジェクトの評価」，「成否の

分類」，および「予測モデルの作成」3 つのステップで実

施する． 

5.1 過去プロジェクトの評価 

モデル作成に利用するデータを収集するために，4 章で

作成したリスク評価シート・成否評価シートを用いて，完

了したプロジェクトを評価した．評価対象のプロジェクト

は，A 社内で特定年度に完了した一定規模以上の受託開発

プロジェクトである．評価は，各プロジェクトの MS 会議

のメンバであった SM と PMO が合議のもと実施した．こ

の結果，88プロジェクトの有効データが収集された． 

5.2 成否の分類 

成否評価シートの評価結果をもとに各プロジェクトを成

功・失敗に分類した．分類は，3 つの成否評価の項目であ

る「品質」，「コスト」，および「納期」のうち，1 項目

でも計画を未達であったプロジェクトを「失敗」，全項目

において計画を達成したプロジェクトを「成功」に分類し

た．また，SM・PMO が彼らの感覚と分類結果に大きな差

異がないことを確認した．分類結果を目的変数「Y：プロ

ジェクトの成否」とした． 

5.3 予測モデルの作成 

説明変数をリスク評価項目の 17 項目，目的変数を「Y：

プロジェクトの成否」とし，ロジスティック回帰分析を適

用して成否の予測モデルを作成した．適用に際しては，全

ての説明変数が目的変数に有意な影響を与えるとは限らな

いため，ステップワイズ法（尤度比による変数減少法）に

よる説明変数の抽出を行った．また，各説明変数の有意確

率は，一般的な基準である 0.2 以下とした． 

 

表 2 成否の予測結果 

 
モデルの予測 

成功 失敗 

実績 
成功 32 11 

失敗 12 33 

予測精度 73.9%  

 

分析の結果，5 つの目的変数が抽出され，有意な予測モ

デルが得られた．予測モデルの精度は表 2 の通りである．

成否の予測精度が 73.9%であることから，一定レベルの予

測力のあるモデルが作成できたと言える． 

6. 結論 

IT ベンダの情報システム開発プロジェクトを対象に，リ

スクの評価を通して最終的な成否の予測を試みた．日本の

IT ベンダ A 社において，網羅的，かつ要求確定時に評価

可能なリスクを対象とした評価シートを作成し，過去プロ

ジェクトの評価によって収集したデータをもとに成否の予

測モデルを構築した．その結果，予測精度 73.9%と一定レ

ベルの予測力のあるモデルが得られた．これらを活用する

ことにより，早いタイミングで注視してリスクの対策を検

討すべきプロジェクトの特定に寄与できると考える． 

今後の課題として，A 社の開始段階にあるプロジェクト

に本予測モデルを適用し，同様の予測結果が得られること，

そして他の IT ベンダにおいても同様の予測が可能である

ことを確認したいと考える． 
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